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内容の要旨および審査の結果の要旨
嗅上皮の機能と形態の関連について，特に形態的な成熟や老化がい機能的な成熟や老化とよく相関する
か否かという疑問に答えた報告はない。そこでラットを用いて嗅上皮の機能と形態の関連について検討す
る目的で，胎生19日，生後３日，成熟ラット，老齢ラットについて，光顕，電顕，免疫組織化学的手法を
用いて検討した。免疫組織化学的検討には，抗N-CAM抗体（neuralcelladhesionmolecule)，抗
MAP5抗体（microtubuleassociatedprotein)，抗MAP2抗体を用いた。得られた成績は以下のよう
に要約される。
１．成熟ラットでは，嗅上皮は基底細胞・嗅細胞・支持細胞の３層構造がはっきりして，表面には半球状
の嗅小胞と長く伸びた嗅線毛が発連していた。抗ＮＣＡＭ，抗MAP5抗体に対しては嗅細胞層の基底部付
近の細胞体が陽性に反応し，細胞分化が活発であることを示していた。抗MAP2抗体に対しては嗅細胞層
全体が反応し，成熟した嗅細胞がほとんどであることを示していた。
２．胎生19日では，嗅上皮の３層構造はほぼできていたが，嗅小胞の形態が未熟であったり，基底細胞の
形が扁平でなかったり，微細な点では形態的に未熟な部分もみられた。抗MAP5抗体に対しては表層から
下の２～３層しか染まらず，また抗MAP2抗体に対しても最表層しか染まらず，嗅細胞層の大部分は機能
的には未熟であると考えられた。
３．生後３日では，形態的にはかなり成熟していたが，電顕では表面に向かって伸びようとしている樹状
突起がいくつも観察された。抗MAP２，抗MAP5抗体に対しては胎生19日と同様の反応であったが,抗N-
CAM抗体に対しては上皮内基底層と上皮下の神経束が染まり成熟過程であることをうかがわせた。
４．老齢ラットでは，形態として基底膜の肥厚，基底膜内や上皮内の神経束の走行，嗅細胞数の低下等，
老化の所見がいくつもみられた。しかし，嗅小胞・嗅線毛の形態と抗MAP2抗体に対する反応は成熟ラッ
トと類似しており，嗅覚機能は保たれているものと考えられた。しかし，上皮内では抗N-CAM抗体には
反応が弱く，抗MAP5抗体には反応がみられず〆神経細胞の分化は弱くなっていると考えられた。
５．形態と機能の相関については，発達時期においては形態的に成熟しているようにみえても機能はまだ
未熟であり，嗅上皮の老化という観点からは,,形態的に老化していてもなんとか機能は保たれているもの
と今回の検討から結論づけた。
以上本論文は，嗅上皮の機能と形態の関連について詳細に明らかにしたものであり，鼻科学並びに感覚
組織学に寄与する論文と評価された。
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